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報道関係各位 

株式会社イーオン 

株式会社ジャパンタイムズ 

イーオンの外国人教師が選ぶ「2017年、最も印象に残った日本の出来事・ニュース」 

「長時間労働是正のための働き方改革」が 1位に 

英会話教室を運営する株式会社イーオン（本社：東京都新宿区、代表取締役：三宅義和、以下 
「イーオン」）と、英字新聞を発行する株式会社ジャパンタイムズ（本社：東京都港区、代表取締役
社長：堤 丈晴、以下「ジャパンタイムズ」）では、日本に暮らす外国人が、今年ニュースを賑わした
日本の出来事についてどのようにとらえているのかを調査すべく、イーオンに在籍中の外国人教師
511名を対象に、「2017年、最も印象に残った日本の出来事・ニュース」について調査を実施しました。 

本調査では、2017年 1月～10月の「The Japan Times」WEBサイト記事アクセスランキングの中
から、「政治・経済」「社会」「生活・文化・スポーツ」の 3分野における「2017年日本の出来事」に関
するそれぞれ上位 10 位、全 30 記事をイーオンが抽出、その中から最も印象的だったものを外国人
教師に選出してもらいました。本調査は、初めての試みとなります。調査の結果、社会的に大きな関心
が寄せられている「働き方改革」の記事に始まり、これからの未来を象徴するロボットホテルやパンダ
誕生の記事など、幅広い話題が英字新聞でも注目を集めていることがわかる結果となりました。 

主な調査結果は以下の通りです。 
 

＝調査結果トピックス＝ 

■外国人教師にとって最も印象的だった出来事は日本の「働き方改革」。 

調査の結果、「長時間労働是正のための働き方改革」が 93票を集めトップとなりました。記事のタ
イトルにもなっている通り、「karoshi（過労死）」が日本語発祥の英単語として定着してしまうほ
ど、外国人からは日本特有の深刻な問題として捉えられており、今年、メディアにも数多く取り上
げられたこの問題について、政府や企業がようやく本腰を入れ「働き方改革」に取り組み始めたこ
とを、日本の労働環境におけるポジティブな変化として歓迎する意見が多数挙げられました。 

■ロボットが活躍する「変なホテル」、上野動物園の赤ちゃんパンダ誕生など、 
 外国人から見たさまざまな日本の側面が上位に。 

2位には、経済分野から「首都圏（浦安）にオープンした変なホテル」がランクインしました。日本
企業がいち早く導入する革新的テクノロジーに驚き興味を持った外国人が多かったようで、本格的な
ロボット時代の幕開けを感じたという意見が多く寄せられました。また 3位には、今年 6月に上野
動物園でジャイアントパンダの赤ちゃん「シャンシャン」が誕生したことが、印象的な出来事として
ランクインし、日本国内にとどまらないパンダ人気を感じさせる結果となりました。 

 

 ※調査結果のエリア別データ等につきましては、下記イーオン広報課までお問合せください。 

順位 内容 記事タイトル（原文） 票数

1 長時間労働是正の動き
Overworked Japan slowly adopting fixed rest hours to put an end to
‘karoshi’

93

2 変なホテル（ロボットホテル）が首都圏に Strange hotel run by robots opens near Tokyo 41

3 上野動物園でパンダの赤ちゃん誕生 Giant panda Shin Shin gives birth to cub — and hope — at Ueno Zoo 35

4 天皇陛下生前退位に向けた皇室典範改正の動き Diet enacts abdication law for Emperor Akihito 31

5 眞子さま、ご婚約内定 Princess Mako, granddaughter of Emperor, set to marry ex-classmate 30

6 成人18歳に引き下げの動き Coming of age? Japan’s shifting definition of adulthood 25

6 安倍内閣、憲法改正の動き Abe declares 2020 as goal for new Constitution 25

8 岡山県の動物公園からゾウガメが脱走 Giant tortoise on the run no more 22

8 大阪での入れ墨裁判
Osaka court rules tattoo artist’s work violated medical law, was not art
or expression

22

10 小林麻央さん、逝去 TV presenter Mao Kobayashi, 34, dies after battle with breast cancer 20



 

 

■調査の概要 

調 査 対 象：イーオンに勤務する外国人講師 

有効回答数：511名 

調査実施期間：2017年 11月 13日（月）～2017年 11月 22日（水） 

 

調 査 方 法： 

2017 年 1 月～10 月の「The Japan Times」WEB サイト記事アクセスランキングの中から、
「政治・経済」「社会」「生活・文化・スポーツ」の 3分野における「2017年日本の出来事」に
関するそれぞれ上位 10位、全 30記事を抽出。社内イントラネットによる調査で、下記 30記事
の中から最も印象的だったものを選んでもらいました。 

 

なお、以下に関する記事は除外しています。 

・国際カテゴリ（北朝鮮関連、トランプ大統領関連など）に属する記事 

・性的な出来事に関する記事 

・出来事（ストレートニュース）以外の記事 

・2017年以前の記事 

また、同一の出来事に対する記事が複数ランクインしている場合は、最上位の記事のみを選出しています。 

 

 

 

■政治・経済

No 記事タイトル 内容（キーワード）

1 Strange hotel run by robots opens near Tokyo 変なホテル（ロボットホテル）が首都圏に

2 Koike’s camp clobbers Abe’s LDP in historic Tokyo assembly election 都議会議員選挙で都民ファーストの会が歴史的勝利

3 Abe’s kanji gaffe makes Twitter’s trend tally 安倍首相の漢字の読み方間違いがTwitterで話題に

4 Lawmaker Yamao resigns from the DP after alleged extramarital affair deepens opposition party’s crisis 山尾議員が民進党を離脱

5 Variety of discounts, perks in works for ‘Premium Friday’ launch ‘プレミアムフライデー’の様々な割引や特典が始まる

6 Kobe Steel scandal widens to 500 firms 神戸製鋼の不正発覚が500社に拡大

7 New women-only capsule hotel to open in central Tokyo as firm sees strong demand 東京中心部に女性専用のカプセルホテルがオープン

8 Koike announces Tsukiji relocation, plans to retain its ‘cultural legacy’ 小池都知事が築地移転を発表

9 Abe gambles on snap election as Koike surprises with new party 安倍首相が賭けた衆議院解散選挙で、小池氏が希望の党を結成

10 Abe declares 2020 as goal for new Constitution 安倍内閣、憲法改正の動き

■社会

No 記事タイトル 内容（キーワード）

1 Princess Mako, granddaughter of Emperor, set to marry ex-classmate 眞子さま、ご婚約内定

2 TV presenter Mao Kobayashi, 34, dies after battle with breast cancer 小林麻央さん、逝去

3 Giant tortoise on the run no more 岡山県の動物公園からゾウガメが脱走

4 Suit opens in Tokyo court over cervical cancer vaccine side effects 子宮頸がんワクチンの副作用に関する訴訟

5 Osaka court rules tattoo artist’s work violated medical law, was not art or expression 大阪での入れ墨裁判

6 Diet enacts abdication law for Emperor Akihito 天皇陛下生前退位に向けた皇室典範改正の動き

7 Overworked Japan slowly adopting fixed rest hours to put an end to ‘karoshi’ 長時間労働是正の動き

8 Patent authority rules against Nintendo, lets go-kart firm keep MariCar trademark 任天堂はマリカーを提訴、特許庁はそれを却下

9 In first, government and Tepco found liable for Fukushima disaster 福島原発住民勝訴

10 Coming of age? Japan’s shifting definition of adulthood 成人18歳に引き下げの動き

■生活・文化・スポーツ

No 記事タイトル 内容（キーワード）

1 Anisakis infections from raw fish on rise, health ministry warns 生魚からのアニサキス感染

2 Hanyu’s legend continues to grow with latest masterpiece 傑作の演技で成長し続ける羽生結弦選手

3 First permanent Sailor Moon store opens in Harajuku 原宿で初のセーラームーンショップがオープン

4 Cherry blossoms get an early start in Tokyo despite chilly, wet weather 東京の桜、肌寒い雨の中、早めに開花

5 Popular manga ‘One Piece’ to be remade into live-action TV drama 人気アニメ‘ワンピース’の実写テレビドラマ化

6 Kisenosato becomes first Japanese-born yokozuna in almost two decades 稀勢の里、20年ぶりの日本人横綱に

7 Gundam’s 20-meter replacement statue unveiled in Odaiba お台場に20メートルのガンダム像が戻ってきた

8 Three-year countdown to Tokyo 2020 Olympics begins with new song-and-dance routine 2020年の東京五輪まであと3年

9 Giant panda Shin Shin gives birth to cub — and hope — at Ueno Zoo 上野動物園でパンダの赤ちゃん誕生

10 Schools close, hospitals swell as influenza spikes インフルエンザの流行で学校は閉鎖、病院は大混雑



 

 

 

【調査結果の解説】 

■1位：長時間労働是正の動き（93票） 

 ≪Overworked japan slowly adopting fixed rest hours to put an end to ‘karoshi’≫ 

‘karoshi’という日本語発祥の単語が表すとおり、英語には“過労死”を表す単語は存在しません。
ワークライフバランスが重要視され、自分や家族の時間を大切にする傾向の強い欧米の人から
見ると、日本人は不思議とも思えるほど会社に対する忠誠心が強く、“働きすぎの日本人”という
イメージが定着してしまっているようです。多くの外国人がそんな日本の働き方を「変えた
方がいい」と考えており、政府や企業がようやく「働き方改革」に乗り出したことがポジティ
ブに捉えられた結果、この出来事がトップに選ばれました。 

 

＜回答者による主な理由＞ 

◇日本は現在、「働き方」の変革時期を迎えており、仕事と真剣に向き合う事は非常に大切だが、健全な
勤労生活と充実したプライベートの時間及び健全なライフスタイルとのバランスを図る事も非常に重
要だと思う。 

◇日本の労働者のことを考える良い機会であるため。長時間労働是正は、会社、労働者、家族にとって良
い影響をもたらすと考える。 

◇日本の過労死はオーストラリアに住んでいた時から聞いた事があり、日本ではとても大きな問題だと
思う。 

◇多くのメディアでこの問題が取り上げられ、解決に向かう過程にあることは良い事である。 

◇長い間問題視されていた過労死を改善するのは長い道のりになるが、これはその重要な一歩だと思う。 
◇日本人の労働時間だけでなく、労働に対する考え方が今後どのように変わっていくのか興味深い。 

 

 

■2位：変なホテル（ロボットホテル）が首都圏にオープン（41票） 

 ≪Strange hotel run by robots opens near Tokyo≫ 

海外から見た日本のイメージは、“未来的”と“伝統的”という、ある意味両極端な側面を持ってい
ます。本件はその双方が組み合わさった、まさに「日本的な」ニュースと言えます。海外でも人気の
日本アニメにはロボットが登場するものも多く、また別名「ロボット博」とも呼ばれた 2015 年の
「愛・地球博」でお披露目された様々なロボットたちが、多くの国々で報道されるなど、日本の
ロボット技術は広く知られています。そんなロボット技術が、もう一つの日本の側面である“伝統的”
なおもてなしと結びついた「ロボットホテル」という面白さが、多くの外国人の興味を引きました。 

 また日本語を使わずにチェックインできるという点でも、海外から関心を得ているようです。 

 

＜回答者による主な理由＞ 

 ◇ロボットが接客するホテルがあるなんて日本らしいと感じた。ロボットの技術が発展している日本
だからこそできるホテルだと思う。 

 ◇人類の歴史に一石を投じるニュースだと思う。本格的なロボット時代の幕開けを感じた。 

 ◇日本以外の場所で、日本について話すと“将来的・未来的”な事が話題になる。ロボットホテルとい
う言葉には、その“将来的・未来的”なものが感じられるから。 

 ◇科学技術の発展がこのレベルまで達したことに驚き、人類の未来に今後どのような影響を与えるか
興味深い。 

 ◇従業員がロボットというのはとても興味深く、日本の自動化への努力の縮図のように思えるため。 

 ◇現代はテクノロジーが発展しており、将来いろいろな仕事がオート化されていくだろう。未来を象
徴するニュースだと思う。 

◇とても革新的でユニーク。日本以外でこのように面白いコンセプトのもと作られたものを見ること
はない。 

 

 

 

 

 



 

 

 

■3位：上野動物園でパンダの赤ちゃん誕生（35票） 

 ≪Giant panda Shin Shin gives birth to cub — and hope — at Ueno Zoo≫ 

パンダのかわいらしさ・愛くるしさは万国共通で、世界中で大人気です。欧米にもパンダが公開
されている動物園があり、その希少性の高さや繁殖の難しさから、パンダ出産の際は各国でも大
きなニュースとなります。また海外では、環境保護に対する意識も高いことから、絶滅も危惧され
ているパンダの出産のニュースが今年の明るい話題として選出されました。 

 

＜回答者による主な理由＞ 

◇新しいパンダの誕生は今後の日本の明るい未来を象徴しているように思えるから。 

◇パンダは可愛くて自分自身も大好きで、日本にとっても嬉しいニュースだから。 

◇パンダの数は世界中で少ないのでこのニュースを聞いてとても嬉しく思ったから。 

◇ジャイアントパンダが出産するのはとても貴重なことであるから。 

◇いまや絶滅危惧種であるパンダだが、赤ちゃんパンダの誕生は絶滅を防ぐ第一歩となると感じたから。 
 

 

■4位：天皇陛下生前退位に向けた皇室典範改正の動き（31票） 

 ≪Diet enacts abdication law for emperor Akihito≫ 

この出来事が選出された根底にも“伝統的”という日本のイメージがあると考えられます。特にアメ
リカ出身者は、日本は歴史も長く伝統的なシステムを重んじる国であるという印象を持っています。
ずっと変わらないと考えられてきた「伝統的なシステムが変わること」自体を、驚きを持って受け止
めているのだと推察されます。歴史の転換点となる、大きな出来事であると捉えられているようで
す。 

  

＜回答者による主な理由＞ 

◇皇室典範から日本における過去への尊敬の念と未来への大きな進歩を感じたため。 

◇天皇陛下の生前退位は日本社会の前向きな変化を示していると思う。 

◇日本の皇位継承制度において大きな変化をもたらすであろうここ 200 年での初めての退位であるため。 
◇日本の滞在歴が長く平成の時代を長く体験してきたので、新しい時代がやって来ることに対して不思
議な気持ちになったから。 

◇イギリス人として皇室の出来事には興味がある。皇室に関する出来事は日本全体に影響を与えるが、
重要な問題だと思う。 

 

 

■5位：眞子さまご婚約内定（30票） 

 ≪Princess Mako, granddaughter of emperor, set to marry ex-classmate≫ 

眞子さまのご婚約内定という日本中が喜んだ出来事に、外国人からも多くの喜びの声が寄せられま
した。日本のプリンセスでありながら、学生時代の同級生とのご婚約という点も、ドラマチックなラ
ブストーリーを好む外国人の心をつかんだようでした。 

また日本の皇室典範において、皇族女子が皇族以外の者と婚姻したときは、皇族の身分を離れるとい
う制度自体を初めて知り、驚いたという声も多く聞かれました。 

 

＜回答者による主な理由＞ 

◇皇族の方が幼馴染と婚約するストーリーに日本だけでなく世界の人々が関心を寄せたから。 

◇多くの人たちが結婚を心から喜んでいるのが素晴らしい。皇室の方のような立場の人でもクラスメイ
トと結婚するということで、非常に身近に感じる。 

◇自分自身日本の皇室について学べたから。日本の社会に大きな影響を与えることにも驚いた。 

◇皇室の女性は結婚すると皇室を離れる、それが何故なのか興味深いため。 

◇アメリカではロイヤルファミリーがいないため、ロイヤルファミリーに関する記事が特に印象深く残
った。 

 

 



 

 

 

【ジャパンタイムズについて】 
「The Japan Times」は国内で最大の販売部数を誇る英字新聞であり、多様で独自性のある日本
関連の英文ニュースを提供しています。1897 年の創刊以来、政治、経済、文化、社会およびスポ
ーツ報道を通じ、日本を世界に発信する役割を果たしてきました。  
2013 年 10月からは「The Japan Times / The New York Times」の名称で世界のクオリティーペ
ーパーとして名高いニューヨーク・タイムズ紙国際版とセットで発行しています。 
◆ジャパンタイムズのウェブサイト: http://www.japantimes.co.jp/ 
 

【イーオンについて】 

 イーオンは 1973年に創業以来、日本人に最適な語学教育を通し、世界で通用する人材育成に高
い評価をいただいています。日本人の英語上達のためにオリジナル教材を開発。人格、指導力と
もに優れた日本人教師と外国人教師を採用。それぞれの強みを活かした効果的なレッスンで、苦
手を克服しながらコミュニケーション力を高め、ビジネス英語や資格取得に大きな成果を挙げて
います。 

  イーオンでは、安心して英語を学んでいただくために、 
●生徒様の授業料に対して、「前受金分別信託制度」導入しています。 
●外国人教師の 99%は北米で採用。来日後は全員日本の社会保険に加入させています。 
●文部科学省所管の「全国外国語教育振興協会」の加盟校です。 

株式会社イーオン（本社所在地:東京都新宿区、代表者:三宅義和）は、現在、全国主要都市に 251
校を有し、幼児から学生、社会人の方々が通いやすく学びやすい環境とカリキュラムを構築。グ
ループ全体で生徒数 10 万人を超える実績とともに、その約 50%は未来を担う子どもたちである
こともイーオンの信頼の証しです。 
◆イーオン公式 HP：http://www.aeonet.co.jp 
 

http://www.japantimes.co.jp/
http://www.aeonet.co.jp/

